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いよいよ始まります！

｢うえたん号｣による移動販売
　令和5年8月に、町はウエルシア薬局株式会社と｢健康増
進及び地域福祉の向上等に関する連携協定｣を締結しまし
た。この協定は、町とウエルシア薬局株式会社が持つ資源
を有効に活用した協働による事業を推進することで、町民
の健康増進や地域福祉の向上を図り、町民の健康的な生活
を実現することを目的としています。
　この協定に基づく取り組みとして、買い物に困難を感じ
ている高齢者等の利便性の向上を図るほか、高齢者等の交
流および健康増進の機会を増やし、安心して暮らせるまち
づくりを推進するため、10月7日(月)から町内を移動販売車
｢うえたん号｣が走ります。
　うえたん号の運行スケジュール等の詳細は、9月中に毎
戸配布する案内チラシをご覧いただくほか、町公式ホーム
ページでもお知らせしますのでご確認ください。
　また、移動販売の開始に当たり、うえたん号のお披露目
式を行います。当日は式典終了後、うえたん号の設備の説
明や販売のデモンストレーションを行います。実際に商品
を購入することもできますので、ぜひお越しください。 

うえたん号お披露目式

▶�日時／�9 月 30 日㈪午前10時30分～
▶�場所／保健福祉総合センター(ユウネス)

※�「うえたん号」は、ウエルシアグループの公式キャラクター
「うえたん」が掲載された移動販売車の愛称です。

福祉課( 581･2121内線123･124)

～かけがえのない命を大切に～

9月10日～16日は自殺予防週間です
　全国では毎年2万人を超える尊い命が自殺によって失われています。自殺は、人間関係や経済･生活問題、健康問題など
いくつかの要因が複雑に関係し、解決に結びつかず心理的に追いつめられ、自殺に至る場合が多いといわれています。
　一人一人が身近な人の様子を気にかけ、こころのサインに気付くことがいのちを守ることにつながります。こころのサイ
ンに気付いたら、声をかけて寄り添ってあげてください。 

健康づくり課( 581･2121内線211･212)

もし、あなたが先の見えない不安や、生きづらさを感じ
るなど、さまざまな心の悩みを抱えていたら、どうか一
人で悩みを抱え込まずに、まずは家族や友人、職場の同
僚など、身近な人に相談してください。

次の相談機関でも相談を受け付けています。
●こころの健康相談　本誌13頁をご覧ください。
●熊谷保健所(精神疾患､うつ病､依存症等)　　
　 048･523･2811
　(月～金曜日､午前8時30分～午後5時15分､祝日除く)
●埼玉県立精神保健福祉センター　
　 048･723･6811(来所相談予約専用電話)
　(月～金曜日､午前9時～午後5時､祝日除く)

●埼玉いのちの電話(社会福祉法人埼玉いのちの電話)
　 048･645･4343(24時間､365日)
●さいたまチャイルドライン
　（NPO法人チャイルドライン支援センター）
　 0120･99･7777
　(毎日､午後4時～9時)※18歳までの子ども専用
●埼玉暮らしとこころの総合相談会
　(弁護士･司法書士･精神保健福祉士が相談対応)　
　 048･782･4675
　(月～金曜日、午前10時～午後5時、祝日除く）
LINEで心理カウンセラーへ相談
●埼玉県SNS相談事業
��「こころのサポート＠埼玉」
　(毎日、午後7時～11時）

町 長 コ ラ ム
Data Box

寄居町長
峯岸克明
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毎週5日
月曜日～金曜日

35カ所

　テレビやラジオ等さまざまなジャンルで活躍してい
る気象予報士の平井信行さんを講師にお招きして文化
講演会を開催します。

▶�日時／ 10 月 20 日㈰午後2時～
▶�場所／寄居町民ホール
▶�定員／572人(入場券が必要です)
▶�講師／気象予報士･平井信行氏
▶�演題／｢気象･防災情報の見方と使い方｣
▶�費用／無料
▶�申し込み／入場券を9月28日

㈯から中央公民館で配布しま
す(1人2枚まで)。
配布時間は午前9時から午後
5時までです。入場券はなく
なり次第、配布終了となりま
す。
※月曜日、祝日は休館日

中央公民館( 581･2662)

文化講演会を開催します！

　大里郡市(熊谷市･寄居町)では、地域住民の文化活動
の推進と人権団体との交流や促進を図るとともに、広
く地域住民の人権意識を深める機会として｢大里郡市
人権フェスティバル｣を開催します。皆さん、ぜひご参
加ください。

▶�日時／ 10 月 12 日㈯午前10時30分～午後3時 
▶�場所／熊谷市立江南総合文化会館ピピア

　　　(熊谷市千代325-1)
▶�内容／講演会、人権ポスター･人権標語表彰式およ

び展示、舞台発表等
講演 　｢イスラエル軍元兵士が語る非戦論｣
講師 　ダニー ネフセタイ氏(現職は家具作家)
※講演会は午後1時～2時30分に行います。

▶�費用／無料

人権推進課
( 581･2121内線251)

大里郡市人権フェスティバル
～集まろう！�｢出会い･ふれあい･交流｣～

一人で悩まず相談を

行政インフォメーション　INFORMATION行政インフォメーション　INFORMATION


